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乳腺細胞診受託件数（検索期間2013～2018） 

 

（件） 
（件） 

（年） 

系列1 北村山 

2013                2014                2015                 2016            2017        2018(～6月)   

系列1 全施設 

3291          3561            2916           3054           3283           1451  

71               81                85                87               72               28 
 



乳腺細胞診成績（標本適否） 
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乳腺細胞診断成績 

北村山公立病院  
  良性 鑑別困難 悪性疑い 悪性 

2013 46 3 0 17 

% 69.7  4.5  0.0  25.8  

2014 58 4 4 12 

% 74.4  5.1  5.1  15.4  

2015 62 6 0 15 

% 74.7  7.2  0.0  18.1  

2016 56 8 0 20 

% 66.7  9.5  0.0  23.8  

2017 44 7 0 16 

% 65.7  10.4  0.0 23.9  

2018(～6月) 20 0 0 6 

% 76.9  0.0  0.0  23.1  

AKH総受託件数 
  良性 鑑別困難 悪性疑い 悪性 

2013 2290  76  16  189  

% 89.0  3.0  0.6  7.3  

2014 2559 99 14 196 

% 89.2  3.4  0.5  6.8  

2015 2095 98 18 184 

% 87.3  4.1  0.8  7.7  

2016 2228 82 12 152 

% 89.9  3.3  0.5  6.1  

2017 2371 101 7 197 

% 72.2  3.1  0.2  6.0  

2018(～6月) 991 38 7 83 

% 68.3  2.6  0.5  5.7  



細胞診と組織診との比較（2017） 

組織診 

組織診なし 良性 悪性 

細胞診 

良性 40 4 0 

鑑別困難 2 1 4 

悪性 1 0 15 

（北村山公立病院） 



細胞診と組織診との比較（2018.∼6月） 

組織診 

組織診なし 良性 悪性 

細胞診 

良性 18 1 1 

鑑別困難 0 0 0 

悪性 0 0 6 

（北村山公立病院） 



北村山公立病院乳腺細胞診のまとめ 

• 検体不適性率が2.4％~7.1%であった。 

 

• 「鑑別困難」の症例が2013年4.5％から2017年10.4％に増加した。 

 

• 細胞診と組織診との整合性が高い数値であった。 



細胞診と組織診の不一致の一症例 



患者情報 

年齢   ：87歳 

主訴   ：右乳頭部からの出血 

臨床診断：Suspicious 

触診   ：Suspicious 

US             ：抽出無し 

MMG       ：カテゴリー1 
 
 





細胞診報告書 







組織診報告書 



組織診の結果より右乳頭乳輪部切除手術実施 

 

切除組織の組織診断を実施 

経過 







組織診報告書 



杉山先生よりバーチャルスライドによる 

病理診断のご説明 



細胞診の再鏡検所見 



対物４０倍 



対物４０倍 



対物100倍 



対物４０倍 



対物100倍 



対物４０倍 



対物100倍 



再検討の細胞所見まとめ 

小型細胞からなる大きな集塊を認めた。 

細胞集塊は不規則な重積性を示していた。 

個々の細胞は軽度の核大小不同、核縁肥厚を認めた。 

筋上皮細胞様の小型細胞の介在を認めた。 

 

 

 

悪性と診断する所見に乏しい細胞像 
 
乳頭部切除標本の組織像と部分的に一致する像を認めた 



ご静聴ありがとうございました。 





嚢胞性乳癌とは 

拡張した乳管内に出現する乳頭状病変の一つ 

比較的高齢者に多い 

血性乳頭分泌物を主訴とする 

筋上皮との二相性を欠き、上皮成分が増生する 

 



乳頭腫と嚢胞内乳癌 

乳頭腫 嚢胞内乳癌 

好発年齢 中年層に多い 高齢層に多い 

乳頭分泌 漿液性〜淡血性 漿液性・淡血性・暗褐色 

嚢胞腫瘤径 比較的小型 比較的大型 

超音波像 整型 比較的不整型 

細胞診像 血性背景 血性背景 

アポクリン化生 しばしば出現 見られない 

筋上皮の有無 強い陽性を示す 陰性または著しい弱陽性 



不一致の症例を減らすには 

•臨床情報からの適切な判断 
•病変部の適切な採取・標本作成 
•標本の適切な評価 

 


